
円
仁
将
来
目
録
の
研
究 

　
―『
日
本
国
承
和
五
年
入
唐
求
法
目
録
』と『
慈
覚
大
師
在
唐
送
進
録
』の
成
立
過
程
―

小

南

沙

月

は
じ
め
に

　

承
和
二
年
（
八
三
五
）、
遣
唐
請
益
僧
に
任
命
さ
れ
た
円
仁
は
、
第
十
七
次
遣
唐
使
の
一
行
と
共
に
二
度
の
渡
海
を
経
て
承
和
五
年

（
八
三
八
）
七
月
、
揚
州
海
陵
県
白
潮
鎮
桑
田
郷
東
梁
豊
村
（
現
・
江
蘇
省
南
通
県
）
に
到
着
し
た
。
そ
の
後
、
揚
州
開
元
寺
に
て
悉
曇
を

学
び
、
赤
山
を
経
て
五
台
山
を
巡
礼
し
、
天
台
教
迹
の
書
写
を
終
え
長
安
へ
赴
い
た
。
そ
の
途
中
、
会
昌
の
廃
仏
と
い
う
困
難
を
経
験
し
な

が
ら
承
和
十
四
年
（
八
四
七
）
九
月
に
帰
国
を
果
た
し
た
円
仁
は
、
比
叡
山
に
未
伝
の
天
台
典
籍
及
び
密
教
典
籍
の
ほ
か
に
念
仏
、
悉
曇
学

な
ど
を
新
た
に
将
来
し
、
次
々
と
天
台
教
団
で
の
宗
教
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
最
澄
か
ら
受
け
継
い
だ
教
義
を
発
展
さ
せ
、
台
密
が
興

隆
す
る
基
礎
を
築
い
た
。
そ
の
元
と
な
っ
た
入
唐
求
法
の
様
子
を
、『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』（
以
下
『
行
記
』
と
省
略
）
に
お
い
て
克
明
に

記
録
す
る
と
と
も
に
、
求
得
の
詳
細
な
内
訳
を
記
し
た
仏
典
目
録
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
す
な
わ
ち
、『
日
本
国
承
和
五
年
入
唐
求
法

目
録（

（
（

』、『
慈
覚
大
師
在
唐
送
進
録（

（
（

』、『
入
唐
新
求
聖
教
目
録（

（
（

』
で
あ
る
。（
以
下
そ
れ
ぞ
れ
『
承
和
五
年
目
録
』、『
在
唐
送
進
録
』、『
新
求
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目
録
』
と
省
略
）。『
新
求
目
録
』
の
記
載
に
よ
る
と
、
約
十
年
に
及
ぶ
在
唐
中
に
求
め
た
経
論
章
疏
類
は
、
揚
州
に
お
い
て
百
二
十
八
部
百

九
十
八
巻
、
曼
荼
羅
な
ど
二
十
二
種
、
五
台
山
で
は
経
典
三
十
四
部
三
十
七
巻
、
長
安
に
お
い
て
は
経
典
四
百
二
十
三
部
五
百
五
十
九
巻
、

曼
荼
羅
な
ど
二
十
一
種
、
合
計
五
百
八
十
四
部
八
百
二
巻（

（
（

と
い
う
膨
大
な
量
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
内
訳
を
詳
細
に
記
し
た
三
目
録
は
円
仁
の

求
法
の
成
果
を
窺
う
上
で
不
可
欠
な
史
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
種
の
う
ち
、『
承
和
五
年
目
録
』
と
『
在
唐
送
進
録
』
は
全
体
的
に
等
し
い

内
容
を
持
つ
一
方
、
形
態
な
ど
に
い
く
つ
か
の
相
違
点
が
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
円
仁
の
入
唐
の
背
景
を
追
う
べ
く
先
師
で
あ
る
伝
教
大

師
最
澄
に
よ
る
日
本
天
台
宗
が
開
宗
さ
れ
た
時
期
の
状
況
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、『
行
記（

（
（

』
の
記
述
に
基
づ
き
二
目
録
の
作
成
過
程
を
明

ら
か
に
し
た
い
。

一　

円
仁
の
入
唐
を
め
ぐ
っ
て

1　

比
叡
山
と
先
師
最
澄

　

二
種
の
将
来
目
録
を
考
察
す
る
前
に
、
円
仁
が
入
唐
す
る
契
機
と
な
っ
た
背
景
を
探
る
必
要
が
あ
る
。
円
仁
入
唐
の
背
景
に
は
、
当
時
の

比
叡
山
が
抱
え
て
い
た
問
題
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
宗
祖
最
澄
の
頃
か
ら
継
続
し
て
い
た
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
千
田
孝
明
氏
の
論
文（

（
（

に
詳
し
い
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
日
本
天
台
宗
の
成
立
過
程
及
び
比
叡
山
の
状
況
を
概
観
す

る
。
天
台
宗
の
開
宗
に
関
し
て
、『
天
台
座
主
記（

（
（

』
に
は
、

延
暦
四
年
乙
丑
七
月
中
旬
初
登
二
叡
山
一、
結
レ
草
為
レ
庵
、
生
年
十
九
、
同
七
年
戊
辰
初
結
二│

構
堂
一、
奉
レ
安
二│

置
薬
師
仏
像
一、
号
二
比
叡

山
寺
一、
後
号
二
一
乗
止
観
院
一、

と
あ
り
、
延
暦
四
年
（
七
八
五
）、
十
九
歳
で
比
叡
山
に
庵
を
結
ん
だ
後
、
延
暦
七
年
（
七
八
八
）
に
堂
を
構
え
、
薬
師
仏
を
安
置
し
て
比
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叡
山
寺
を
建
立
し
た
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
が
日
本
天
台
宗
の
始
ま
り
と
な
る
。
次
に
、『
叡
山
大
師
伝（

（
（

』
に
よ
り
な
が
ら
最
澄
の
動
向
を

見
て
い
く
と
、
延
暦
五
年
（
七
八
六
）、
二
十
歳
の
年
に
東
大
寺
で
具
足
戒
を
受
け
比
叡
山
に
お
け
る
修
行
生
活
に
入
っ
た
後
、
華
厳
宗
の

典
籍
が
指
南
と
し
て
い
た
天
台
教
迹
を
開
い
た
時
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

於
レ
是
大
師
随
レ
得
、
披
二│

覧
起
信
論
疏
、
幷
華
厳
五
教
等
一、
猶
尚
二
天
台
一、
以
為
二
指
南
一、
毎
レ
見
二
此
文
一、
不
レ
覚
下
レ
涙
、
慨
然
無
レ

由
レ
披
二│

閲
天
台
教
迹
一、
是
時
邂
中│

逅
値
下│

遇
知
二
天
台
法
文
所
在
一
人
上、
因
レ
茲
得
レ
写
二│

取
円
頓
止
観
、
法
華
玄
義
、
幷
法
華
文
句
疏
、

四
教
義
、
維
摩
疏
等
一、
此
是
故
大
唐
鑑
真
和
上
将
来
也
、

　

華
厳
宗
の
書
物
を
披
覧
し
、
天
台
典
籍
の
存
在
を
知
っ
た
最
澄
は
偶
然
天
台
法
門
の
所
在
を
知
る
人
物
と
会
い
、
鑑
真
将
来
本
で
あ
る

『
円
頓
止
観
』『
法
華
玄
義
』、『
法
華
文
句
疏
』
の
天
台
三
大
部
及
び
『
天
台
四
教
義
』、『
維
摩
経
疏
』
な
ど
を
書
写
し
た
と
い
う
。「
願
文（

（
（

」

に
述
べ
る
よ
う
に
、
自
己
を
真
剣
に
見
つ
め
深
い
反
省
を
行
う
青
年
最
澄
の
心
を
動
か
し
た
の
は
、
唐
代
に
盛
ん
で
あ
っ
た
三
論
・
法
相
宗

で
は
な
く
、
陳
隋
に
起
こ
っ
た
旧
仏
教
で
実
践
を
重
ん
じ
る
天
台
教
学
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
円
珍
の
『
大
毘
盧
遮
那
成
道
経
義
釈
目
録
縁

起（
（（
（

』
に
よ
る
と
、
最
澄
は
西
大
寺
得
清
大
徳
が
唐
よ
り
将
来
し
た
『
大
日
経
義
釈
』
を
書
写
し
て
お
り
、
密
教
に
対
し
て
も
関
心
を
抱
い
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
天
台
教
学
を
広
め
る
決
意
を
し
た
最
澄
の
入
唐
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
延
暦
二
十
一
年
（
八
〇
二
）
九
月

七
日
、
天
台
典
籍
を
閲
覧
し
た
桓
武
天
皇
が
大
学
頭
和
気
広
世
と
最
澄
に
天
台
教
学
を
普
及
さ
せ
る
方
法
を
協
議
さ
せ
た
こ
と
で
あ
っ
た（
（（
（

。

天
皇
は
そ
の
頃
父
光
仁
天
皇
の
仏
教
政
策
を
継
承
し
、
南
都
仏
教
取
り
締
ま
り
を
行
っ
て
い
た
時
で
あ
り（
（（
（

、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
へ
転

換
す
る
中
で
南
都
に
対
抗
し
う
る
、
都
を
守
る
た
め
の
新
し
い
仏
教
を
求
め
て
い
た
時
に
天
台
教
学
を
見
出
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
最
澄
は
「
請
二
入
唐
請
益
一
表（
（（
（

」
を
上
表
し
て
い
る
。

沙
門
最
澄
言
、
最
澄
早
預
二
玄
門
一、
幸
遇
二
昌
運
一、
希
聞
二
至
道
一、
遊
二
心
法
莚
一、
毎
恨
法
華
深
旨
尚
未
二
詳
釈
一、
幸
求
二│

得
天
台
妙
記
一、

披
閲
数
年
、
字
謬
行
脱
、
未
レ
顕
二
細
趣
一、
若
不
レ
受
二
師
伝
一、
雖
レ
得
不
レ
信
、
誠
願
差
二
留
学
生
、
還
学
生
各
一
人
一、
令
レ
学
二
此
円
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宗
一、
師
師
相
続
、
伝
灯
無
レ
絶
也
、

　

こ
れ
ま
で
天
台
を
学
ん
で
き
た
も
の
の
、
鑑
真
将
来
の
天
台
典
籍
は
誤
字
脱
字
が
あ
り
、
未
だ
に
細
か
い
点
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、

直
接
師
の
教
え
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
留
学
生
と
還
学
生
一
名
ず
つ
の
派
遣
を
求
め
た
。
な
お
、
密
教
に
関
し
て
は
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、

あ
く
ま
で
も
入
唐
の
目
的
は
天
台
教
学
の
求
法
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
唐
へ
留
学
生
と
還
学
生
を
派
遣
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
、
留
学
生
に
門
下
の
円
基
と
妙
澄
が
選
ば
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
天
皇
は
最
澄
自
ら
が
赴
く
よ
う
に
と
の
詔
を
下
し
た（
（（
（

。
次
の
遣
唐
使

が
帰
国
す
る
際
の
便
船
で
帰
る
留
学
生
な
ら
ば
長
期
の
滞
在
と
な
る
た
め
、
す
で
に
長
年
天
台
教
学
を
研
鑽
し
て
き
た
最
澄
に
還
学
生
と
し

て
短
期
間
で
学
ば
せ
、
可
能
な
限
り
早
く
朝
廷
の
仏
教
政
策
に
貢
献
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

か
く
し
て
延
暦
二
十
二
年
（
八
〇
三
）
四
月
十
六
日
、
最
澄
は
第
十
六
次
遣
唐
使
と
と
も
に
難
波
の
津
よ
り
出
港
し
た
。
し
か
し
、
暴
風

に
遭
い
九
州
に
滞
在
し
て
い
た
途
中
四
船
が
散
り
散
り
に
な
り（
（（
（

、
難
航
し
な
が
ら
も
明
州
鄮
県
（
現
・
浙
江
省
寧
波
の
東
）
に
上
陸
し
た
の

は
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
・
唐
貞
元
二
十
年
）
八
月
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
仏
隴
寺
の
行
満
よ
り
天
台
、
台
州
で
禅
林
寺
の
翛

然
よ
り
牛
頭
禅
を
受
け（
（（
（

、
翌
貞
元
二
十
一
年
（
八
〇
五
）
台
州
龍
興
寺
に
お
い
て
修
禅
寺
の
座
主
道
邃
よ
り
天
台
、
越
州
龍
興
寺
に
お
い
て

泰
岳
霊
厳
寺
の
順
暁
よ
り
密
教
を
受
け
、
天
台
の
み
な
ら
ず
密
教
、
禅
宗
、
戒
を
も
携
え
て
そ
の
年
の
七
月
十
五
日
（『
叡
山
大
師
伝
』
に

は
八
月
二
十
七
日
と
記
す
）
に
帰
朝
し
た
こ
と
が
「
進
官
録
上
表（
（（
（

」
か
ら
窺
え
る
が
、
こ
れ
が
や
が
て
顕
・
密
・
禅
・
戒
の
「
四
宗
相
承
」

の
性
質
を
持
つ
日
本
独
自
の
天
台
宗
へ
と
発
展
し
て
い
く
契
機
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

延
暦
二
十
五
年
（
八
〇
六
）
正
月
三
日
、
最
澄
は
「
請
下
続
二
将
レ
絶
諸
宗
一
更
加
中
法
華
宗
上
表
一
首
」
を
提
出
し
、
年
分
度
者
に
つ
い
て

南
都
六
宗
に
天
台
宗
を
加
え
る
こ
と
を
要
請
し
た（
（（
（

。
そ
れ
に
対
し
て
下
さ
れ
た
正
月
二
十
六
日
の
太
政
官
符（
（（
（

に
は
、「
天
台
業
二
人
、
一
人

令
レ
読
二
大
毗
盧
遮
那
経
一、
一
人
令
レ
読
二
摩
訶
止
観
一
」、
天
台
業
二
名
の
う
ち
一
人
は
『
大
毗
廬
遮
那
経
』
を
読
ま
せ
、
一
人
は
『
摩
訶
止

観
』
を
読
ま
せ
、
密
教
、
天
台
を
専
攻
す
る
僧
侶
を
一
名
ず
つ
養
成
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
上
表
文
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
『
大
毗
盧
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遮
那
経
』
専
攻
の
学
生
が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
天
皇
側
に
は
密
教
部
門
の
設
置
を
望
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
前
年
、

病
気
を
得
て
い
た
桓
武
天
皇
が
帰
国
し
て
間
も
な
い
最
澄
に
早
速
毗
盧
舎
那
法
を
行
わ
せ
て
い
る
よ
う
に（
（（
（

、
真
言
密
教
が
歓
迎
さ
れ
て
お
り
、

そ
う
し
た
状
況
の
中
で
天
台
教
学
を
宗
と
す
る
方
針
を
転
換
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、『
天
台
法
華
宗
年
分
得
度
学

生
名
帳（
（（
（

』
に
よ
る
と
、
そ
の
後
の
比
叡
山
の
密
教
教
学
は
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
か
ら

弘
仁
十
年
（
八
一
九
）
の
間
に
お
け
る
二
十
六
名
の
得
度
者
の
う
ち
、
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
ま
で
の
十
一
年
間
に
お
い
て
は
二
十
四
名
が

得
度
し
て
お
り
、
う
ち
住
山
者
十
名
の
内
訳
は
止
観
業
の
学
生
が
七
名
、
遮
那
業
の
学
生
が
三
名
で
あ
っ
た
。
一
方
、
比
叡
山
を
去
っ
た
不

住
山
者
の
内
訳
は
、
養
母
が
二
名
、
巡
歴
修
行
一
名
、
死
去
一
名
、
理
由
の
不
明
な
者
四
名
、
そ
し
て
法
相
宗
相
奪
が
六
名
で
あ
っ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
、
密
教
部
門
に
お
い
て
は
学
生
を
引
き
つ
け
る
よ
う
な
教
学
体
系
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
叡
山
に
お
け
る
年
分
度
者
の
制
は
十

分
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
折
し
も
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
十
月
、
共
に
入
唐
し
た
空
海
が
師
の
恵
果
の
入
滅
に
よ
り
、
留
学
生

の
就
学
年
限
で
あ
る
二
十
年
の
滞
在
予
定
を
繰
り
上
げ
て
最
澄
よ
り
一
年
四
ヶ
月
遅
れ
て
帰
国
し
た
。
自
ら
の
専
門
で
あ
る
天
台
教
学
を
中

心
に
求
法
を
行
っ
た
最
澄
は
、
密
教
に
関
し
て
は
船
待
ち
の
短
時
間
を
利
用
し
た
僻
地
に
お
け
る
受
法
で
あ
っ
た
。
一
方
、
空
海
は
最
先
端

の
密
教
教
学
が
興
隆
し
て
い
た
長
安
の
都
で
不
空
の
法
流
を
受
け
継
ぐ
恵
果
よ
り
約
二
年
間
に
わ
た
っ
て
伝
授
さ
れ
て
お
り
、
密
教
に
関
し

て
い
え
ば
両
者
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
た
。
還
学
生
と
い
う
立
場
で
は
長
期
に
わ
た
り
求
法
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
立
場
的
な

相
違
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。
東
寺
蔵
本
の
最
澄
筆
『
御
請
来
目
録（
（（
（

』
は
、
空
海
の
帰
朝
後
時
を
待
た
ず
に
借
覧
書
写
し
、
将
来
物
の
内
容
を

具
に
確
認
し
た
上
で
、
新
し
い
密
教
経
典
の
借
写
を
希
望
す
る
に
あ
た
っ
て
の
参
考
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
最
澄
の
将
来
目
録
二
種
、

す
な
わ
ち
『
伝
教
大
師
将
来
台
州
録（
（（
（

』
に
記
さ
れ
た
合
計
百
二
十
部
三
百
四
十
五
巻
（『
伝
教
大
師
将
来
越
州
録（
（（
（

』
で
は
台
州
求
得
を
百
二

十
八
部
と
す
る
）
の
う
ち
密
教
経
典
、
陀
羅
尼
、
曼
荼
羅
は
わ
ず
か
十
点
余
り
で
あ
り
、『
越
州
録
』
で
は
百
二
部
百
十
五
巻
中
、
密
教
関

係
の
典
籍
が
三
十
八
部
四
十
四
巻
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
、
空
海
の
『
御
請
来
目
録
』
は
二
百
十
六
部
四
百
六
十
一
巻
の
う
ち
新
訳
密
教
経
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典
が
過
半
数
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
後
最
澄
は
次
々
と
将
来
経
典
の
借
覧
を
行
う
も
の
の
、
密
教
に
対
す
る
態
度
の
相
違
が
生
じ
、
最
澄
の

高
弟
泰
範
が
高
雄
へ
去
り
、
さ
ら
に
最
澄
が
弘
仁
七
年
（
八
一
六
）『
依
憑
天
台
集（
（（
（

』
に
お
い
て
「
新
来
真
言
家
、
即
泯
二
筆
授
之
相
承
一、」

空
海
は
筆
授
の
相
承
を
滅
ぼ
し
た
と
批
難
す
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。『
伝
教
大
師
消
息（
（（
（

』
に
よ
る
と
、
こ
れ
以
降
両
者
の
書
状
を
介
し
た
交
流

は
途
絶
え
、
以
後
密
教
部
門
の
充
実
を
図
る
こ
と
は
困
難
に
な
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
一
度
許
可
を
得
た
遮
那
業
を
廃
止
す

る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
日
本
天
台
宗
は
密
教
を
専
門
と
す
る
真
言
宗
と
は
異
な
る
新
た
な
問
題
、
す
な
わ
ち
密
教
の
導
入
に
よ
り
顕
密
二
教

の
狭
間
で
密
教
部
門
の
典
籍
の
不
足
や
教
学
面
で
の
理
解
不
足
な
ど
慢
性
的
な
問
題
を
抱
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

2　

円
仁
の
入
唐

　

こ
の
よ
う
な
課
題
を
引
き
継
ぎ
、
最
澄
の
後
に
続
い
て
入
唐
し
た
の
が
円
仁
で
あ
っ
た
。
以
下
、『
慈
覚
大
師
伝（
（（
（

』
に
基
づ
き
そ
の
動
向

を
簡
略
に
追
っ
て
い
く
。
延
暦
十
三
年
（
七
九
四
）、
下
野
国
の
豪
族
壬
生
氏
の
家
に
生
ま
れ
た
円
仁
は
、
大
慈
寺
の
鑑
真
第
三
代
弟
子
で

あ
っ
た
広
智
の
下
で
の
修
行
を
終
え
、
大
同
三
年
（
八
〇
八
）、
十
五
歳
の
時
広
智
に
伴
わ
れ
て
比
叡
山
に
登
り
、
最
澄
に
師
事
し
て
止
観

の
法
を
学
ん
だ
。
円
仁
も
ま
た
弘
仁
五
年
（
八
一
四
）
の
年
分
度
者
に
お
け
る
止
観
業
の
学
生
で
あ
り
、
弘
仁
七
年
（
八
一
六
）
に
は
東
大

寺
に
お
い
て
具
足
戒
を
受
け
て
い
る
。
翌
年
の
弘
仁
八
年
（
八
一
七
）
三
月
、
最
澄
に
随
い
東
国
に
赴
き
、
上
野
国
緑
野
寺
に
お
い
て
最
澄

よ
り
伝
法
灌
頂
、
大
慈
寺
で
円
頓
菩
薩
戒
を
受
け
た
。
な
お
、『
叡
山
大
師
伝
』
に
よ
る
と
、
最
澄
は
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
三
月
、
東
大

寺
で
受
け
た
小
乗
戒
を
捨
て
南
都
仏
教
か
ら
の
独
立
を
意
味
す
る
、
比
叡
山
に
大
乗
菩
薩
戒
の
戒
壇
を
設
立
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
大
乗
戒
壇
設
立
に
勅
が
下
さ
れ
た
の
は
最
澄
示
寂
後
一
週
間
が
経
過
し
た
弘
仁
十
三
年
（
八
二
二
）
六
月
十
一
日
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

生
前
、
死
期
の
迫
っ
た
最
澄
は
、
入
唐
の
際
訳
語
と
し
て
伴
っ
た
義
真
に
天
台
宗
附
嘱
の
書（
（（
（

を
宛
て
、
そ
こ
に
院
内
の
こ
と
を
執
行
す
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る
一
員
と
し
て
円
仁
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、「
授
二
慈
覚
大
師
一
付
法
文（
（（
（

」
に
よ
る
と
、
円
仁
一
人
に
対
し
て
「
一
心
三
観
」
を
授
け

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
点
か
ら
し
て
円
仁
に
対
す
る
信
頼
の
大
き
さ
が
窺
え
る
。
そ
の
後
、
円
仁
は
最
澄
の
「
請
レ
立
二
大
乗
戒
一
表（
（（
（

」
に
見
え

る
「
住
山
修
学
、
一
十
二
年
、」
の
言
葉
に
従
い
十
二
年
の
籠
山
に
入
っ
た
が
、
後
に
衆
僧
か
ら
の
要
請
に
よ
り
山
外
で
の
弘
伝
、
東
北
巡

錫
と
精
力
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
っ
た
。

　

円
仁
が
入
唐
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
承
和
二
年
（
八
三
五
）、
天
台
請
益
僧
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
折
し
も
天
長
十
年

（
八
三
三
）
か
ら
、
身
体
の
不
調
に
よ
り
三
年
間
の
横
川
蟄
居
に
入
っ
て
い
た
と
『
慈
覚
大
師
伝
』
は
伝
え
て
い
る
。
そ
の
入
唐
を
後
押
し

し
た
の
は
最
澄
門
下
の
一
人
で
あ
り
、
そ
の
前
年
に
第
二
代
天
台
座
主
と
な
っ
て
い
た
円
澄
で
あ
っ
た
。『
元
亨
釈
書
』
円
澄
伝（
（（
（

に
よ
る
と
、

承
和
四
年
十
月
二
十
六
日
、
告
二
弟
子
慧
亮
一
曰
、
先
師
往
年
語
曰
、
我
帰
朝
之
時
、
白
二
国
清
寺
座
主
大
衆
一
曰
、
帰
二
本
国
一
後
、
常

遣
二
請
益
留
学
二
僧
一
請
二│

決
円
教
深
旨
一、
我
滅
後
、
汝
宜
二
撰
レ
人
跨
一レ
海
、
我
承
二
遣
命
一
顧
二
門
属
一、
未
レ
得
二
其
人
一、
唯
楞
厳
院
禅
師

可
レ
充
二
此
任
一、
故
我
勧
二
此
人
一
入
唐
請
益
、
我
命
在
二
今
夜
一、
不
レ
待
二
此
人
一
為
二
深
恨
一
耳
、
今
以
二
請
益
大
徳
所
レ
置
三
十
余
条
疑

問
幷
伝
法
記
草
、
雑
書
等
一
託
レ
汝
、
須
二
彼
禅
師
帰
朝
一、
必
受
二
諮
決
一、
是
我
懇
志
也
、

と
あ
り
、
我
が
滅
後
、
人
選
を
行
い
請
益
と
留
学
と
の
二
僧
を
唐
に
派
遣
し
、
円
教
の
深
旨
を
諮
決
さ
せ
よ
と
の
最
澄
の
遺
命
を
受
け
た
円

澄
は
、
適
任
者
を
楞
厳
院
禅
師
、
す
な
わ
ち
円
仁
の
み
で
あ
る
と
定
め
、「
三
十
余
条
の
疑
問
」
及
び
「
伝
法
記
草
、
雑
書
等
」
を
円
仁
に

託
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
三
十
余
条
の
疑
問
」
は
、『
唐
決
集（
（（
（

』
に
「
円
澄
疑
問
三
十
問
」
と
し
て
収
め
ら
れ
、
そ
の
内
容
は
「
遮
那
業
」

す
な
わ
ち
密
教
教
学
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
具
体
的
に
は
、
最
澄
が
打
ち
出
し
た
円
密
一
致
思
想
の
根
幹
に
関
わ
る
『
法
華
経
』
と

『
大
日
経
』
と
の
関
係
を
問
う
た
も
の
な
ど
き
わ
め
て
重
要
な
質
問
集
で
あ
り
、
当
時
の
天
台
教
団
が
抱
え
て
い
た
疑
問
を
如
実
に
反
映
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
円
仁
入
唐
の
背
景
に
は
延
暦
寺
に
お
け
る
教
学
上
の
疑
問
解
決
と
い
う
問
題
が
横
た
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
大
陸
の
高
僧
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に
直
接
尋
ね
な
け
れ
ば
解
決
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な
疑
問
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
天
台
典
籍
の
求
得
と
真
言
宗
に
対
抗
し
う

る
限
り
の
仏
典
入
手
、
師
匠
か
ら
の
受
法
を
自
身
の
課
題
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

3　

二
目
録
の
撰
述
背
景

　

入
唐
求
法
を
経
た
円
仁
に
よ
る
仏
典
目
録
三
種
は
、
唐
開
成
四
年
（
八
三
九
・
承
和
六
年
）
四
月
二
十
日
に
作
成
さ
れ
た
『
承
和
五
年
目

録
』、
承
和
七
年
（
八
四
〇
）
正
月
十
九
日
の
日
付
が
記
さ
れ
た
『
在
唐
送
進
録
』、
承
和
十
四
年
（
八
四
七
）
十
二
月
に
作
成
さ
れ
た
『
新

求
目
録
』
で
あ
る
。
前
者
の
二
目
録
は
と
も
に
揚
州
求
得
の
一
覧
で
あ
り
、
全
体
的
に
類
似
し
た
内
容
を
持
つ
が
、『
在
唐
送
進
録
』
は
三

綱
の
署
名
か
ら
、
延
暦
寺
に
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
加
え
て
、
経
典
の
内
容
に
一
部
相
違
す
る
点
が
見
ら
れ
る
な

ど
、
二
種
の
目
録
作
成
過
程
に
疑
問
が
残
る
。『
新
求
目
録
』
は
総
目
録
と
し
て
の
性
質
を
帯
び
た
も
の
で
あ
り
、
揚
州
・
五
台
山
・
長
安

で
の
求
得
を
記
し
て
い
る
た
め
、
上
記
の
二
目
録
の
内
容
を
ほ
ぼ
含
ん
で
い
る
が
、
わ
ず
か
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
書
目
も
存
在
す
る
。
こ

れ
ら
三
目
録
の
関
係
性
を
整
理
す
る
前
に
、
本
稿
で
は
『
承
和
五
年
目
録
』
と
『
在
唐
送
進
録
』
の
作
成
過
程
を
整
理
す
る
た
め
、
円
仁
の

足
取
り
を
追
い
な
が
ら
撰
述
背
景
を
探
っ
て
い
く
。

　

承
和
三
年
（
八
三
六
）
五
月
十
三
日
、
難
波
津
か
ら
乗
船
し
た
遣
唐
使
一
行
は
翌
日
出
港
し
た（
（（
（

。
と
こ
ろ
が
、
十
八
日
暴
風
雨
に
見
舞
わ

れ
、
摂
津
国
輸
田
泊
に
避
難
し
た
も
の
の
、
第
一
船
と
第
二
船
は
肥
前
国
に
漂
着
し（
（（
（

、
第
三
船
は
遭
難
し
た
。
そ
の
後
、
承
和
四
年
（
八
三

七
）
七
月
、
二
度
目
の
渡
航
も
失
敗
に
終
わ
り（
（（
（

、
円
仁
が
揚
州
海
陵
県
に
上
陸
し
た
の
は
承
和
五
年
（
八
三
八
・
唐
開
成
三
年
）
七
月
二
日

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
下
、『
行
記
』
に
基
づ
い
て
円
仁
の
行
動
を
追
っ
て
い
く
と
、
八
月
四
日
、
揚
州
大
都
督
府
か
ら
の
滞
在
先
に
関
す

る
質
問
書
を
得
た
円
仁
は
、「
還
学
僧
円
仁
、
右
請
レ
往
二
台
州
国
清
寺
一、
尋
レ
師
決
レ
疑
、
若
彼
州
无
レ
師
、
更
赴
二
上
都
一、
兼
経
二│

過
諸
州
一、」

と
返
答
し
て
お
り
、
天
台
山
国
清
寺
に
お
け
る
「
三
十
余
条
の
疑
問
」
の
解
決
を
入
唐
の
第
一
の
目
的
に
掲
げ
、
も
し
台
州
に
師
が
い
な
い
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場
合
長
安
に
赴
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。
し
か
し
、
台
州
国
清
寺
行
き
は
難
航
し
、
唐
政
府
の
勅
許
を
待
つ
も
の
の
、
翌
開
成
四
年

（
八
三
九
）
二
月
八
日
、
長
安
の
遣
唐
判
官
長
岑
宿
禰
高
名
か
ら
受
け
取
っ
た
書
状
に
は
、「
対
二│

見
天
子
一
之
日
、
殊
重
面
陳
、
亦
不
レ
蒙
レ

許
、
仍
深
憂
悵
者
、」
と
あ
り
、
遣
唐
大
使
藤
原
常
嗣
が
皇
帝
に
申
し
開
き
を
行
っ
た
も
の
の
勅
許
が
下
り
な
か
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

な
お
、
円
仁
は
こ
の
間
開
元
寺
で
の
僧
ら
へ
の
供
養
や
仏
教
典
籍
の
蒐
集
な
ど
慌
た
だ
し
く
活
動
し
て
い
る
。『
承
和
五
年
目
録
』
の
巻
末

に
は
、去

承
和
五
年
八
月
、
到
二
大
唐
揚
州
大
都
督
府
一、
巡
二│
歴
城
内
諸
寺
一、
写
取
如
レ
前
、
爰
終
南
山
宗
叡
和
尚
学
邁
二
先
達
一、
悟
二│

究
幽
致
一、

能
解
二
梵
漢
、
妙
閑
悉
曇
之
音
一、（
中
略
）
又
逢
二
大
唐
内
供
奉
誓
弘
阿
闍
梨
付
法
弟
子
全
雅
阿
闍
梨
一、
諮
二│

稟
秘
法
一、
和
尚
感
二
乎
遠

誠
一、
付
レ
以
二
秘
要
一、
遂
乃
嘱
二│

授
念
誦
法
門
、
幷
胎
蔵
金
剛
両
部
曼
荼
羅
諸
壇
様
等
一、

と
記
し
て
お
り
、
揚
州
内
の
諸
寺
を
巡
り
経
典
を
書
写
し
終
南
山
の
宗
叡
か
ら
悉
曇
を
学
び
、
全
雅
阿
闍
梨
よ
り
金
剛
界
の
秘
法
を
受
け
、

経
典
・
胎
蔵
金
剛
両
部
曼
荼
羅
・
諸
尊
壇
様
な
ど
を
得
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

さ
て
、『
承
和
五
年
目
録
』
と
『
在
唐
送
進
録
』
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
作
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
石
田
尚
豊
氏（
（（
（

、

高
橋
聖
氏（
（（
（

の
論
考
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
ら
を
検
討
し
な
が
ら
『
行
記
』
の
記
述
に
基
づ
き
円
仁
の
足
取
り
と
行
動
背
景
を
再
確
認
し
、

詳
細
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

二
月
十
七
日
、
帰
国
が
決
定
し
た
遣
唐
使
一
行
は
官
私
の
雑
物
を
船
に
積
み
込
ん
だ
。
十
八
日
、
円
仁
は
揚
州
開
元
寺
を
後
に
し
楚
州
を

目
指
し
て
十
九
日
に
乗
船
し
、
二
十
四
日
楚
州
城
に
到
着
し
た
。
そ
の
際
、
面
会
し
た
常
嗣
か
ら
台
州
行
き
の
申
請
結
果
を
聞
か
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
円
仁
の
天
台
山
行
き
と
船
の
修
理
を
皇
帝
に
上
奏
し
た
も
の
の
、
遣
唐
使
ら
が
帰
国
す
る
日
は
間
近
で
あ
る
が
、
揚

州
か
ら
天
台
山
に
行
っ
て
戻
る
日
数
を
数
え
る
と
、
大
使
ら
の
出
航
日
に
間
に
合
わ
な
い
と
の
理
由
で
台
州
行
き
を
許
可
さ
れ
ず
、
後
日
再

度
奏
上
し
た
が
許
し
を
蒙
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
二
十
五
日
、
と
も
に
入
唐
し
た
真
言
請
益
僧
円
行
か
ら
、
留
学
僧
円
載
の
み
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が
台
州
行
き
を
許
可
さ
れ
た
こ
と
を
聞
か
さ
れ
て
い
る
。
二
十
六
日
に
は
全
雅
が
円
仁
を
追
っ
て
楚
州
ま
で
来
て
お
り
、
曼
荼
羅
作
画
指
導

を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
十
七
日
に
は
円
澄
よ
り
預
か
っ
た
「
寺
家
未
決
」
三
十
余
条
、「
修
禅
院
未
決
」
を
円
載
に
託
し
て
い
る
。

こ
の
日
、
監
国
信
（
朝
貢
物
管
理
官
）
で
あ
る
春
道
宿
禰
永
蔵
よ
り
聞
か
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
使
が
円
仁
の
台
州
行
き
を
三
、
四
度
申
請
し

た
も
の
の
つ
い
に
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た（
（（
（

。
全
雅
所
有
の
胎
蔵
曼
荼
羅
一
鋪
五
幅
を
描
き
終
え
た
三
月
五
日
、

又
縁
二
求
法
難
一レ
遂
、
可
レ
留
二│

住
唐
国
一
之
状
献
二
大
使
相
公
一、
具
状
在
レ
別
、
相
公
報
宣
云
、
如
要
二
留
住
一、
是
為
二
仏
道
一、
不
二
敢

違
一レ
意
、
要
レ
住
即
留
、
但
此
国
之
政
極
峻
、
官
家
知
聞
、
便
道
二
違
勅
之
罪
一、
有
二
擾
悩
一
歟
、
但
能
思
量
耳
云
々
、

と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
求
法
が
遂
げ
難
い
ま
ま
で
あ
る
の
で
唐
国
に
留
住
し
た
い
と
の
書
状
を
藤
原
常
嗣
に
提
出
し
た
円
仁
に
対
し

て
、
常
嗣
は
留
ま
り
た
い
の
な
ら
留
ま
れ
ば
良
い
が
、
唐
の
行
政
は
極
め
て
厳
し
い
た
め
、
役
人
が
こ
れ
を
知
れ
ば
違
勅
の
罪
に
問
わ
れ
、

悩
む
こ
と
に
な
る
た
め
よ
く
考
え
る
よ
う
に
と
答
え
て
い
る
。
そ
の
直
後
の
記
事
で
あ
る
三
月
十
七
日
条
で
は
、
随
身
物
を
第
二
船
に
運
び

込
ん
だ
後
、
遣
唐
使
一
行
の
一
員
で
あ
り
新
羅
人
の
通
訳
で
あ
っ
た
金
正
南
に
留
住
の
方
便
を
図
ら
せ
た
も
の
の
、
未
だ
に
結
論
が
出
て
い

な
い
と
述
べ
て
お
り
、
常
嗣
の
返
答
に
よ
り
留
住
を
決
意
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
三
月
二
十
二
日
早
朝
に
は
、
沙
金
大
二
両
と
腰
帯
一
つ

を
新
羅
人
通
訳
劉
慎
言
に
与
え
て
お
り
、
留
住
工
作
に
対
す
る
返
礼
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
円
仁
は
第
二
船
に
乗
船
し
、
二
十
三
日
の
夕
方
、

唐
人
よ
り
「
第
二
舶
、
便
以
二
今
月
十
四
日
一、
発
レ
自
二
海
州
東
海
県（
（（
（

一、」
第
二
舶
が
三
月
十
四
日
に
海
州
東
海
県
を
出
発
し
た
と
耳
に
し
て

お
り
、
当
初
副
使
に
任
命
さ
れ
た
も
の
の
、
乗
船
を
拒
否
し
た
小
野
篁
の
乗
る
は
ず
で
あ
っ
た
入
唐
第
二
舶
が
い
ま
だ
に
到
着
し
て
い
な
い

こ
と
が
分
か
る
。
同
日
の
夜
に
は
「
夜
頭
、
請
益
僧
送
二
延
暦
寺
一
消
息
一
通
分
二│

付
大
使
傔
従
江
博
士
粟
田
家
継
一、」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

延
暦
寺
に
送
る
手
紙
一
通
を
第
二
船
に
乗
船
し
て
い
た
大
使
の
従
者
兼
絵
師
で
あ
っ
た
粟
田
家
継
に
託
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
手
紙
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
は
従
来
の
論
考
で
も
諸
説
が
あ
る
が
、
石
田
尚
豊
氏
は
、
こ
れ
を
『
在
唐
送
進
録
』
の
末
尾
に
記

さ
れ
た
「
右
得
二
請
益
伝
灯
法
師
位
円
仁
書
一
稱
」
に
見
え
る
円
仁
の
書
で
あ
る
と
見
做
し
、
そ
の
内
容
は
急
遽
作
り
上
げ
た
内
訳
書
及
び
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大
陸
留
住
を
決
め
た
い
き
さ
つ
を
含
め
た
消
息
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
一
方
、
高
橋
聖
氏
は
石
田
氏
の
説
に
疑
問
を
呈
し
、
円
仁
の
書
と
は

別
物
で
あ
る
と
い
う
見
方
を
し
、
円
仁
の
書
は
七
月
に
入
っ
て
か
ら
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。『
在
唐
送
信

録
』
の
末
尾
に
は
、
こ
の
後
求
得
の
法
門
の
散
逸
を
戒
め
、「
但
其
目
録
先
附
二
第
二
舶
粟
田
録
事
一
者
、」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
消
息
一
通

を
託
す
前
に
粟
田
録
事
へ
目
録
を
渡
し
た
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
粟
田
録
事
に
目
録
を
託
し
た
と
い
う
話
は
成
立
し
な
い
。
石
田
氏
の

説
は
、
高
橋
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
第
二
船
に
乗
る
粟
田
家
継
と
第
二
舶
の
粟
田
録
事
を
混
同
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
述
の
通
り
、

第
二
舶
は
第
一
舶
よ
り
一
足
遅
れ
て
上
陸
し
、
そ
の
後
も
別
行
動
を
と
り
続
け
て
い
た
た
め
、
三
月
二
十
三
日
時
点
で
は
円
仁
は
ま
だ
粟
田

録
事
に
は
会
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
円
仁
の
書
を
渡
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
粟
田
家
継
に
分
付
し
た
「
消
息
」
の
内
容
に
つ

い
て
高
橋
氏
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
石
田
氏
の
述
べ
る
よ
う
に
大
陸
留
住
を
決
め
た
い
き
さ
つ
な
ど
が
記
さ
れ
た
書
簡
で
あ
っ
た
と
考
え

る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
そ
こ
に
は
、
目
指
し
て
い
る
求
法
が
達
成
し
て
い
な
い
た
め
、
遣
唐
使
一
行
と
共
に

帰
国
で
き
な
い
旨
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
開
成
四
年
（
八
三
九
）
正
月
三
日
条
に
、「
令
二
大
使
傔
従
粟
田
家
継

写
取
一、
无
二
一
虧
謬
一、」
と
あ
る
よ
う
に
、
粟
田
家
継
は
揚
州
開
元
寺
に
お
い
て
南
岳
・
天
台
大
師
影
を
正
確
に
写
し
取
っ
て
い
る
な
ど
、

円
仁
の
信
頼
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
う
し
た
重
要
な
書
簡
を
託
す
に
適
し
た
人
物
と
み
な
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

三
月
二
十
四
日
の
夜
に
進
発
し
た
船
は
、
二
十
九
日
東
海
県
東
海
山
の
東
付
近
に
停
泊
後
、
四
月
一
日
、
円
載
か
ら
預
か
っ
た
比
叡
山
へ

の
音
信
四
通
、
黒
角
如
意
一
柄
を
第
二
船
の
船
頭
長
岑
宿
禰
に
委
託
し
て
い
る
。
二
日
風
向
き
が
変
わ
り
、
長
岑
宿
禰
が
こ
の
ま
ま
新
羅
国

の
真
西
に
当
た
る
大
珠
山
に
向
か
っ
た
な
ら
ば
、
賊
地
に
入
る
こ
と
に
な
る
た
め
災
禍
は
測
り
難
く
こ
の
地
か
ら
渡
海
す
べ
き
だ
と
主
張
し

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
通
り
に
な
れ
ば
円
仁
も
共
に
帰
国
す
る
こ
と
に
な
る
。
九
船
の
う
ち
五
船
は
こ
の
案
に
賛
同
し
、
円
仁
に
理
解
を

示
し
て
い
た
常
嗣
は
当
初
こ
れ
に
反
対
し
て
い
た
も
の
の
、
結
局
第
二
、
三
、
五
、
七
、
九
船
は
こ
こ
か
ら
渡
海
す
る
よ
う
通
達
し
た
。
三

日
、
金
正
南
よ
り
第
六
船
か
第
八
船
に
乗
る
よ
う
に
と
の
書
状
を
受
け
取
っ
た
円
仁
は
四
日
、
弟
子
僧
惟
正
・
惟
暁
、
従
者
丁
雄
満
と
と
も
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に
第
八
船
に
移
っ
て
い
る
。
五
日
、
第
一
船
か
ら
出
さ
れ
た
牒
に
は
、「
第
一
・
四
・
六
・
八
等
船
、
為
レ
換
二│

作
船
調
度
一
先
擬
下
往
二
密
州

界
一、
修
二│

理
船
一
従
レ
彼
過
海
上、」
と
あ
り
、
第
一
、
四
、
六
、
八
船
は
ま
ず
密
州
に
て
船
の
修
理
を
行
っ
た
後
渡
海
す
る
こ
と
が
決
定
し
、

円
仁
は
、「
請
益
僧
、
先
在
二
楚
州
一
与
二
新
羅
訳
語
金
正
南
一
共
、
謀
下
到
二
密
州
界
一
留
二│

住
人
家
一、
朝
貢
船
発
隠
居
二
山
裏
一、
便
向
二
天
台
一、

兼
住
上
長
安
一、
節
下
不
レ
逆
二
斯
謀
一、」
す
な
わ
ち
、
楚
州
に
て
金
正
南
と
密
州
に
上
陸
し
て
人
家
に
宿
泊
し
、
遣
唐
使
船
が
日
本
に
向
け
て

出
発
し
た
後
山
中
に
隠
れ
、
天
台
山
、
長
安
へ
向
か
う
こ
と
を
計
画
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
順
風
は
連
日
変
わ
ら
ず
、
大
使
の
乗

る
第
一
船
も
出
発
し
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
円
仁
は
「
所
二
求
得
一
法
門
一
簏
、
両
部
曼
荼
羅
・
壇
様
等
盛
皮
大
箱
一
合
」、「
随
身
物
」
を

第
八
船
船
頭
の
伴
宿
禰
管
雄
（
須
賀
雄
）
に
託
し
て
遣
唐
使
一
行
と
別
れ
た
。
こ
の
点
は
『
新
求
目
録
』
揚
州
の
部
の
末
尾
に
も
「
先
寄
二│

付
使
下
准
判
官
伴
宿
禰
管
雄
一、」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
惟
正
・
惟
暁
、
丁
雄
満
と
と
も
に
岸
に
上
が
っ
た
円
仁
は
、
遭
遇
し
た
新

羅
人
の
船
乗
り
ら
か
ら
こ
こ
に
い
る
理
由
を
問
わ
れ
、
我
々
は
密
州
よ
り
来
た
新
羅
人
で
あ
る
旨
を
告
げ
、
彼
ら
を
海
賊
と
思
い
殺
害
さ
れ

る
こ
と
を
恐
れ
て
携
帯
品
・
食
物
を
全
て
与
え
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
案
内
で
宿
城
村
の
新
羅
人
の
家
へ
赴
き
、「
新
羅
僧
慶
元
、
恵
溢
、

敬
恵
等
」
と
名
乗
っ
て
便
船
に
乗
っ
て
来
た
と
述
べ
て
い
る
様
子
は
、
先
程
の
留
住
工
作
に
よ
り
こ
の
よ
う
な
事
態
を
想
定
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
言
語
の
違
い
か
ら
日
本
の
朝
貢
使
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
か
れ
、
官
憲
の
取
り
調
べ
を
受
け
た
円
仁
は
、
方
便
と

し
て
腹
痛
と
脚
気
を
患
い
野
宿
し
て
い
る
間
に
遣
唐
使
船
が
出
港
し
た
と
告
げ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
時
申
告
し
た
随
身
物
は
「
帔
衣
服
鉢

盃

鋺
文
書
澡
瓶
及
銭
七
百
余
笠
子
」
と
あ
り
、
高
橋
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
憶
測
に
過
ぎ
な
い
が
「
文
書
」
の
中
に
目
録
の
草
稿
が
含

ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
。

　

四
月
八
日
条
に
は
、

僧
等
為
レ
求
二
仏
法
一
起
レ
謀
数
度
、
未
遂
二
斯
意
一、
臨
二
帰
国
時
一
苦
設
二
留
却
之
謀
事
一
亦
不
レ
応
、
遂
彼
探
覓
也
、
左
右
尽
レ
議
不
レ
可
レ

得
レ
留
、
官
家
厳
検
不
二レ
免
一
介
一、
仍
擬
下
駕
二
第
二
舶
一
帰
上
本
国
一、
先
在
二
揚
楚
一、
揚
州
覓
得
法
門
幷
諸
資
物
留
在
二
第
八
船
一、
臨
二
留
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却
一
所
レ
将
随
身
之
物
従
二
胡
洪
島
一
至
レ
州
之
会
、
並
皆
与
レ
他
、
空
手
駕
レ
船
但
増
二
歎
息
一、
是
皆
為
レ
未
レ
遂
二
求
法
一
耳
、

と
綴
っ
て
い
る
。
数
度
の
留
住
工
作
は
失
敗
に
終
わ
り
、
官
憲
の
取
り
調
べ
に
よ
り
本
国
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
今
、
揚
州
に
て
求
得
の

品
は
第
八
船
に
あ
り
、
随
身
物
で
さ
え
新
羅
人
ら
に
与
え
求
法
を
遂
げ
ら
れ
ず
嘆
息
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
十
日
、
粟
田
録
事
の
乗
る

第
二
舶
に
乗
船
し
、
十
八
日
に
は
帰
国
し
諸
願
を
果
た
す
た
め
卜
部
に
祈
祷
を
行
わ
せ
て
お
り
、
完
全
に
残
留
を
諦
め
て
い
る
。『
承
和
五

年
目
録
』
の
奥
書
に
は
、「
大
唐
開
成
四
年
歳
次
己
未
四
月
二
十
日　

天
台
宗
請
益
伝
灯
法
師
位
円
仁
録
」
と
見
え
て
お
り
、
山
東
半
島
を

北
上
中
の
船
に
揺
ら
れ
な
が
ら
こ
の
目
録
を
作
成
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
先
述
の
よ
う
に
こ
の
時
手
許
に
経
典
類
は
な
く
、
百
数

十
部
の
書
目
の
部
数
ま
で
詳
細
に
記
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、『
承
和
五
年
目
録
』
作
成
の
経
緯
に
は
疑
問
が
残
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
い

つ
遣
唐
使
船
に
託
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
じ
く
揚
州
求
得
の
一
覧
を
記
し
た
『
在
唐
送
進
録
』
が
作
成
さ
れ
た
理
由
も
合
わ
せ
て
見
て

い
き
た
い
。

　

こ
の
『
承
和
五
年
目
録
』
は
八
帙
で
構
成
さ
れ
た
『
在
唐
送
進
録
』
に
対
し
て
経
典
が
部
類
別
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
十
四
帙
と
細
分

化
さ
れ
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
石
田
氏
に
よ
っ
て
祖
本
の
存
在
が
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
乗
船
す
る
前
の
楚
州
に
お
い
て
本
目
録
の
メ
モ

の
よ
う
な
も
の
が
作
ら
れ
、
円
仁
自
ら
携
帯
す
る
な
ど
何
ら
か
の
形
で
第
二
舶
に
載
せ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
ほ
か
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

当
初
の
予
定
で
は
天
台
山
巡
礼
を
終
え
た
段
階
で
作
成
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
も
の
の
、
帰
国
せ
ざ
る
を
得
な
い
展
開
と
な
り
急
遽
船
上
と

い
う
不
安
定
な
場
で
の
作
成
を
思
い
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
帰
国
の
前
に
朝
廷
へ
の
報
告
書
と
し
て
の
目
録
の
作
成
が
必

要
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る（
（（
（

。
経
典
類
を
載
せ
た
船
が
難
破
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
万
が
一
の
事
態
に
備
え
て
天
台
教
団
へ
の
報
告
の

た
め
に
も
求
法
の
証
拠
を
残
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、『
行
記
』
の
二
十
日
条
で
は
目
録
に
つ
い
て
は
触
れ
ず
、

小
舟
に
乗
っ
た
新
羅
人
か
ら
聞
い
た
張
宝
高
（
？
―
八
四
一（
（（
（

）
の
新
羅
国
の
討
伐
に
つ
い
て
の
情
報
を
書
き
留
め
て
い
る
。
清
海
鎮
の
任
に

あ
っ
た
張
宝
高
は
、
新
羅
・
唐
と
日
本
の
間
で
海
上
交
易
を
行
い
、
後
に
円
仁
の
滞
在
を
支
援
し
て
い
る
。『
行
記
』
開
成
五
年
（
八
四
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〇
）
二
月
十
七
日
条
に
よ
る
と
、
円
仁
は
入
唐
前
筑
前
権
守
小
野
末
嗣
に
よ
る
張
宝
高
へ
の
紹
介
状
を
持
参
し
た
も
の
の
、
渡
航
失
敗
の
際

書
簡
は
波
に
呑
ま
れ
て
お
り
、
張
宝
高
の
動
静
を
耳
に
し
て
留
住
に
対
す
る
希
望
を
抱
い
た
と
思
わ
れ
る
。
二
十
九
日
に
新
羅
人
通
訳
の
道

玄
ら
と
相
談
し
、「
留
住
之
事
可
二
穏
便
一、」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
九
日
間
で
再
び
留
住
を
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
五
月
一
日
、

邵
村
勾
当
（
村
長
）
の
王
訓
に
邵
村
滞
在
の
可
否
を
尋
ね
て
快
諾
を
得
て
お
り
、
十
六
日
に
は
留
住
の
状
を
林
大
使
す
な
わ
ち
張
宝
高
宅
に

送
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
三
十
日
、
第
二
舶
に
乗
船
す
る
遣
唐
使
に
留
住
を
求
め
た
も
の
の
許
可
が
得
ら
れ
ず
、
六
月
一
日
に
艀
船
を
請
う

も
の
の
許
可
が
下
り
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
四
日
船
は
進
発
し
、
七
日
に
文
登
県
清
寧
郷
赤
山
村
の
東
側
に
停
泊
し
た
。
こ
の
山
裏
に
あ
る

赤
山
法
華
院
は
張
宝
高
が
建
立
し
管
理
す
る
寺
院
で
あ
り
、
冬
は
『
法
華
経
』、
夏
は
『
金
光
明
経
』
を
講
じ
て
い
た
。
八
日
、
円
仁
は
従

者
ら
と
と
も
に
赤
山
法
華
院
に
登
り
、
九
日
に
は
粟
田
録
事
、
新
羅
人
通
事
道
玄
ら
も
一
夜
宿
泊
し
て
い
る
。
再
び
張
宝
高
の
動
向
を
耳
に

し
た
後
の
二
十
九
日
、
道
玄
と
留
住
に
つ
い
て
相
談
し
て
お
り
、
風
雨
が
止
む
の
を
待
ち
停
泊
す
る
第
二
舶
に
対
し
、
赤
山
法
華
院
に
滞
留

す
る
こ
と
を
工
作
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
七
月
十
四
日
の
朝
に
岸
辺
で
粟
田
録
事
ら
と
別
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
に
円
仁
の
赤
山
残

留
工
作
は
遂
行
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
高
橋
氏
は
こ
の
時
に
『
承
和
五
年
目
録
』
を
渡
し
た
と
推
定
し
て
い
る
が
、
目
録
を
託

し
た
と
い
う
記
述
は
『
行
記
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
第
二
舶
に
乗
船
し
た
四
月
十
日
か
ら
六
月
九
日
ま
で
の
間
、
船
上
に
て
行
動
を
共
に
し

て
お
り
、
必
ず
し
も
十
四
日
に
『
承
和
五
年
目
録
』
を
託
し
た
と
断
言
は
で
き
な
い
。
目
録
を
作
成
し
た
四
月
二
十
日
か
ら
七
月
十
四
日
の

間
で
粟
田
録
事
と
接
触
し
た
日
の
い
ず
れ
か
に
託
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
七
月
十
六
日
条
に
は
「
早
朝
、
従
二
山
院
一
下
、
在
レ
路
聞
二
人
噵
一、
舶
舩
昨
日
発
去
、
到
二
泊
舩
処
一、
覓
レ
舩
不
レ
見
、
暫
住
二
岸

頭
一、
赤
山
院
衆
僧
共
来
慰
問
、」
と
あ
り
、
山
院
よ
り
下
り
る
と
第
二
舶
が
昨
夜
出
港
し
た
と
の
情
報
を
耳
に
し
、
船
着
き
場
に
往
く
と
そ

の
姿
は
見
え
ず
、
し
ば
ら
く
岸
頭
に
留
ま
っ
た
後
赤
山
院
の
衆
僧
に
慰
問
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
二
十
一
日
、
大
使
以
下
九
隻
の
船
が
赤

山
浦
に
停
泊
し
、
常
嗣
の
遣
わ
し
た
粟
田
家
継
ら
が
円
仁
に
第
二
舶
の
遭
難
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。
高
橋
氏
は
こ
の
日
、
第
二
舶
が
無
事
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帰
国
で
き
る
か
ど
う
か
不
透
明
に
な
っ
た
以
上
、『
在
唐
送
進
録
』
に
見
え
る
円
仁
の
書
を
粟
田
家
継
に
託
し
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い

る
。
粟
田
家
継
と
の
接
触
は
こ
の
日
が
最
後
で
あ
り
、『
在
唐
送
進
録
』
に
「
其
目
録
先
附
二
第
二
舶
粟
田
録
事
一、」
と
あ
る
以
上
、
二
十
一

日
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
関
し
て
円
仁
は
『
行
記
』
に
お
い
て
は
触
れ
て
お
ら
ず
、
先
程
の
『
承
和
五
年
目

録
』
を
託
し
た
件
と
合
わ
せ
て
些
か
疑
問
は
拭
え
な
い（
（（
（

。
円
仁
の
書
の
内
容
は
、『
在
唐
送
進
録
』
に
窺
え
る
よ
う
に
「
別
物
」
の
法
門
類

の
内
容
を
記
し
開
封
を
戒
め
、
先
に
『
承
和
五
年
目
録
』
を
遭
難
し
た
第
二
舶
に
乗
る
粟
田
録
事
に
託
し
た
点
に
加
え
て
、
本
来
と
も
に
あ

る
べ
き
経
典
類
と
目
録
が
別
便
に
あ
り
、
自
ら
は
唐
国
に
滞
留
す
る
旨
を
書
き
記
し
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
円
仁
将
来
の
経
典
類
を
載
せ
た
第
八
船
と
比
叡
山
へ
の
書
簡
と
円
仁
の
書
を
載
せ
た
と
思
わ
れ
る
第
二
船
は
、
約
一
ヶ
月
後
の
八

月
十
九
日
、
日
本
に
到
着
し
た（
（（
（

。
延
暦
寺
の
僧
等
は
届
け
ら
れ
た
円
仁
の
書
に
記
さ
れ
た
言
葉
を
守
り
、
皮
箱
に
入
っ
た
経
典
類
を
す
ぐ
に

開
封
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、『
承
和
五
年
目
録
』
を
載
せ
た
第
二
舶
は
翌
年
に
な
っ
て
も
帰
還
す
る
見
込
み
が
な
か
っ
た
た
め
、

承
和
七
年
（
八
四
〇
）
一
月
十
九
日
に
延
暦
寺
側
で
中
身
を
点
検
し
て
作
成
し
た
目
録
が
『
在
唐
送
進
録
』
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、『
在
唐

送
進
録
』
は
円
仁
が
荷
造
り
を
し
た
状
態
で
書
き
留
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
荷
造
り
す
る
以
前
に
記
し
た
と
思
わ
れ
る
祖
本
を
元
に
し
た

『
承
和
五
年
目
録
』
と
配
列
が
異
な
っ
て
い
る
。『
承
和
五
年
目
録
』
を
載
せ
た
第
二
舶
は
そ
の
後
遭
難
し
、
南
方
漂
着
を
経
て
同
年
四
月
八

日
に
第
一
陣
、
六
月
十
八
日
に
第
二
陣
が
帰
還
し
て
い
る（
（（
（

。
そ
し
て
、
残
る
『
新
求
目
録
』
で
あ
る
が
、
末
尾
に
「
承
和
十
四
年
月
日
入
唐

天
台
宗
請
益
伝
灯
法
師
位
円
仁
上
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
承
和
十
四
年
（
八
四
七
）、
五
台
山
・
長
安
で
の
長
期
に
わ
た
る
求
法
を
終
え
、

九
月
十
九
日
太
宰
府
鴻
臚
館
に
入
り
、
十
二
月
ま
で
の
間
、
求
法
の
成
果
を
全
て
整
理
し
た
総
目
録
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

十
月
十
九
日
に
下
さ
れ
た
円
仁
ら
の
帰
京
を
促
す
太
政
官
符
に
対
し
て
し
ば
し
太
宰
府
に
留
ま
っ
た
の
は
、
大
山
寺
の
竈
門
大
神
な
ど
諸
社

神
へ
の
奉
謝
の
転
読
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
経
典
類
の
整
理
と
『
新
求
目
録
』
作
成
の
時
間
に
費
や
し
た
と
思
わ
れ
る
。
十
一
月
七
日
に
は

叡
山
よ
り
三
名
の
僧
侶
が
到
来
し
て
い
る
が
、
手
許
に
あ
る
長
安
、
五
台
山
求
得
分
を
先
に
記
し
て
か
ら
、
延
暦
寺
よ
り
『
承
和
五
年
目
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録
』
か
、
そ
れ
に
相
当
す
る
目
録
を
持
参
さ
せ
、『
新
求
目
録
』
の
最
後
に
揚
州
の
部
を
書
き
加
え
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
本
来
な
ら

揚
州
よ
り
滞
在
の
順
に
記
し
て
い
く
は
ず
で
あ
る
が
、
あ
え
て
新
し
く
入
手
し
た
順
に
記
し
て
い
る
の
は
こ
の
よ
う
な
理
由
で
あ
り
、「
新

求
」
の
語
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

円
仁
入
唐
の
背
景
に
は
、
先
師
最
澄
の
頃
か
ら
比
叡
山
に
課
題
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
い
た
天
台
教
学
と
真
言
密
教
と
の
間
に
お
け
る
疑
問

の
解
決
、
不
足
す
る
経
典
類
の
将
来
な
ど
が
問
題
と
し
て
横
た
わ
っ
て
い
た
。
天
台
請
益
僧
に
選
出
さ
れ
て
入
唐
し
た
後
、
最
澄
の
赴
い
た

天
台
山
国
清
寺
行
き
を
目
指
し
て
揚
州
に
滞
在
す
る
も
の
の
勅
許
が
下
り
ず
、
揚
州
に
て
天
台
、
密
教
関
係
典
籍
な
ど
を
可
能
な
限
り
求
め

た
後
、
開
成
四
年
（
八
三
九
）
二
月
二
十
一
日
、
帰
国
が
決
定
し
た
遣
唐
使
と
と
も
に
揚
州
を
後
に
し
た
。
二
十
四
日
楚
州
に
て
大
使
藤
原

常
嗣
よ
り
改
め
て
台
州
行
き
の
勅
許
が
下
さ
れ
な
か
っ
た
件
を
知
ら
さ
れ
、
二
十
六
日
全
雅
よ
り
曼
荼
羅
作
画
指
導
を
受
け
て
三
月
二
日
に

完
成
さ
せ
、
こ
の
間
再
度
留
住
を
思
案
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
常
嗣
に
「
可
二
留
住
一
状
」
を
提
出
し
た
五
日
か
ら
乗
船
前
夜
の
十
六
日

の
間
、
違
勅
の
罪
を
蒙
っ
て
で
も
留
住
す
る
決
意
を
固
め
た
円
仁
は
、
求
得
の
法
門
類
を
調
べ
て
目
録
の
祖
本
を
作
成
し
た
上
で
積
載
に
適

し
た
形
に
編
成
し
、
十
七
日
第
二
船
に
運
び
込
ん
だ
。
二
十
二
日
第
二
船
に
乗
り
、
劉
慎
言
と
の
残
留
工
作
が
ま
と
ま
っ
た
翌
日
の
二
十
三

日
、
粟
田
家
継
に
台
州
へ
赴
く
た
め
留
住
す
る
旨
を
記
し
た
と
思
わ
れ
る
延
暦
寺
宛
の
消
息
を
渡
し
た
が
、
四
月
二
日
、
急
遽
東
海
山
か
ら

渡
海
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
意
を
決
し
て
荷
物
を
第
八
船
に
残
し
て
自
ら
は
下
船
し
た
。
し
か
し
、
十
日
県
役
人
の
指
示
に
よ
り
第
二
舶
に

乗
船
し
た
円
仁
は
、
携
帯
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
目
録
の
祖
本
に
基
づ
き
、
山
東
半
島
を
北
上
中
の
船
上
で
『
承
和
五
年
目
録
』
を
清
書

し
、
二
十
日
に
完
成
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
赤
山
上
陸
後
の
七
月
十
四
日
に
至
る
ま
で
の
間
、
粟
田
録
事
に
『
承
和
五
年
目
録
』
を
託
し
た
が
、

十
六
日
の
朝
第
二
舶
が
昨
夜
出
港
し
た
こ
と
を
知
っ
た
円
仁
は
、
遣
唐
使
九
隻
が
赤
山
浦
に
停
泊
し
た
二
十
一
日
、
赤
山
法
華
院
を
訪
ね
て
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き
た
第
二
船
の
粟
田
家
継
に
対
し
て
『
承
和
五
年
目
録
』
が
第
二
舶
粟
田
録
事
に
託
し
て
あ
り
、
開
封
を
禁
じ
た
経
典
類
の
内
訳
と
、
経
巻

類
は
別
便
に
あ
り
、
自
ら
は
大
陸
に
留
住
す
る
こ
と
を
記
し
た
円
仁
の
書
を
渡
し
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
経
典
類
と
書
簡
は
約
一
ヶ
月

後
に
日
本
へ
届
け
ら
れ
、『
承
和
五
年
目
録
』
は
翌
年
延
暦
寺
に
到
着
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

七
月
二
十
三
日
、
円
仁
は
「
早
朝
山
頭
望
二│

見
泊
舶
処
一
九
隻
船
並
不
レ
見
、
便
知
、
夜
頭
同
発
、」
と
全
て
の
遣
唐
使
船
が
昨
夜
出
航
し

た
こ
と
を
綴
っ
て
い
る
。
こ
の
後
円
仁
は
赤
山
法
華
院
に
八
ヶ
月
間
滞
在
し
、
翌
開
成
五
年
（
八
四
〇
）
二
月
赤
山
を
後
に
し
、
五
台
山

で
一
夏
を
過
ご
し
た
後
長
安
へ
の
旅
に
出
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
『
新
求
目
録
』
に
記
載
さ
れ
た
将
来
物
の
内
容
分
析
と
合
わ
せ
て

稿
を
改
め
た
い
。

註（
1
）『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
五
十
五
巻
（
大
正
新
修
大
蔵
経
刊
行
会
、
一
九
七
七
年
）
№
二
一
六
五
・
一
〇
七
四
頁
。

（
2
）『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
五
十
五
巻
（
大
正
新
修
大
蔵
経
刊
行
会
、
一
九
七
七
年
）
№
二
一
六
六
・
一
〇
七
六
頁
。

（
3
）『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
五
十
五
巻
（
大
正
新
修
大
蔵
経
刊
行
会
、
一
九
七
七
年
）
№
二
一
六
七
・
一
〇
七
八
頁
。

（
4
）
各
地
域
に
お
け
る
求
得
品
の
総
数
を
合
わ
せ
て
も
こ
の
数
に
は
な
ら
な
い
。『
新
求
目
録
』
の
諸
本
に
記
載
さ
れ
た
書
目
の
う
ち
、
重
複
分

を
除
い
て
数
え
る
と
、
実
際
に
は
お
よ
そ
七
百
巻
余
り
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

（
5
）
足
立
喜
六
訳
注
、
塩
入
良
道
補
注
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
一
（
平
凡
社
、
一
九
七
〇
年
）。『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
に
は
諸
本
が
存
在

し
て
お
り
、
各
々
の
訳
注
本
に
も
文
字
の
異
同
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
大
正
十
五
年
に
東
洋
文
庫
よ
り
出
版
さ
れ
た
東
寺
観
智
院
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所
蔵
の
影
印
本
に
依
拠
し
た
〈
足
塩
本
〉
の
記
載
に
基
づ
い
た
。
な
お
、
参
考
と
し
て
小
野
勝
年
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
の
研
究
』
第
一
―

四
巻
（
鈴
木
学
術
財
団
、
一
九
六
四
年
―
一
九
六
九
年
）〈
小
野
本
〉、
小
野
本
に
依
拠
し
た
深
谷
憲
一
訳
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』（
中
公
文

庫
、
一
九
九
〇
年
）〈
深
谷
本
〉
を
使
用
し
た
。

（
6
）
千
田
孝
明
「
円
仁
入
唐
求
法
の
目
的
に
つ
い
て
」（
鈴
木
靖
民
編
『
円
仁
と
そ
の
時
代
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
7
）
渋
谷
慈
鎧
編
『
天
台
座
主
記
』（
比
叡
山
延
暦
寺
開
創
記
念
事
務
局
、
一
九
三
五
年
）。

（
8
）
比
叡
山
専
修
院
附
属
叡
山
学
院
編
『
伝
教
大
師
全
集
』
第
五
巻
（
日
本
仏
書
刊
行
会
、
一
九
六
八
年
）
附
録
五
―
六
頁
。

（
9
）
比
叡
山
専
修
院
附
属
叡
山
学
院
編
『
伝
教
大
師
全
集
』
第
一
巻
（
日
本
仏
書
刊
行
会
、
一
九
六
六
年
）
二
頁
。

於
レ
是
、
愚
中
極
愚
、
狂
中
極
狂
、
塵
禿
有
情
、
底
下
最
澄
、
上
違
二
於
諸
仏
一、
中
背
二
於
皇
法
一、
下
闕
二
於
孝
礼
一、

（
10
）『
智
証
大
師
全
集
』
第
二
（
高
楠
順
次
郎
、
望
月
信
亨
編
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
二
十
六
巻　

有
精
堂
出
版
部
、
一
九
七
八
年
）
七
〇
一

頁
。

（
11
）
前
掲
書
八
、
附
録
『
叡
山
大
師
伝
』
十
一
頁
。

（
12
）
桓
武
天
皇
の
南
都
に
対
す
る
仏
教
政
策
の
例
と
し
て
、『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
年
五
月
二
十
五
日
条
の

勅
曰
、
出
家
之
人
本
事
二
行
道
一、
今
見
二
衆
僧
一、
多
乖
二
法
旨
一、
或
私
定
二
檀
越
一、
出
二│

入
閭
巷
一、
或
誣
二│

称
仏
験
一、
詿
二│

誤
愚
民
一、
非
二

唯
比
丘
之
不
一レ
慎
二
教
律
一、
抑
是
所
司
之
不
レ
勤
二
捉
溺
一
也
、
不
レ
加
二
厳
禁
一、
何
整
二
緇
徒
一、
自
レ
今
以
後
、
如
有
二
此
類
一、
擯
二│

出
二
外

国
一、
安
二│

置
定
額
寺
一、

　

 

な
ど
が
見
ら
れ
る
。

（
13
）
前
掲
書
八
、
附
録
『
叡
山
大
師
伝
』
十
一
―
十
二
頁
。

（
14
）
前
掲
書
八
、
附
録
「
入
唐
勅
宣　

尺
書
資
治
表
」
一
〇
七
頁
。
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（
15
）『
日
本
紀
略
』
延
暦
二
十
二
年
四
月
二
十
三
日
条
。

（
16
）
翛
然
か
ら
の
受
法
に
つ
い
て
は
『
叡
山
大
師
伝
』
に
見
え
ず
、
前
掲
書
九
「
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
」
二
一
四
頁
に
最
澄
自
ら
「
大
唐
国

台
州
唐
興
県
天
台
山
禅
林
寺
僧
脩
然
、
伝
二│

授
天
竺
大
唐
二
国
付
法
血
脈
、
幷
達
磨
付
法
牛
頭
山
法
門
等
一、
頂
戴
持
来
安
二
叡
山
蔵
一、」
と
記

し
て
い
る
。

（
17
）
比
叡
山
専
修
院
附
属
叡
山
学
院
編
『
伝
教
大
師
全
集
』
第
四
巻
（
日
本
仏
書
刊
行
会
、
一
九
六
七
年
）
三
五
〇
頁
。
ま
た
、
前
掲
書
九

『
顕
戒
論
縁
起
』「
進
二
経
疏
等
一
表
一
首
」
二
八
二
頁
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

（
18
）
前
掲
書
九
『
天
台
法
華
宗
年
分
縁
起
』
五
頁
。

（
19
）
前
掲
書
九
「
応
レ
分
二
定
年
科
度
者
数
幷
学
業
一
事
」
七
頁
。

（
20
）『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
四
年
九
月
十
七
日
条
。

（
21
）
前
掲
書
九
、
二
五
〇
―
二
五
三
頁
。

（
22
）『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
五
十
五
巻
（
大
正
新
修
大
蔵
経
刊
行
会
、
一
九
七
七
年
）
№
二
一
六
一
・
一
〇
六
〇
頁
。

（
23
）『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
五
十
五
巻
（
大
正
新
修
大
蔵
経
刊
行
会
、
一
九
七
七
年
）
№
二
一
五
九
・
一
〇
五
五
頁
。

（
24
）『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
五
十
五
巻
（
大
正
新
修
大
蔵
経
刊
行
会
、
一
九
七
七
年
）
№
二
一
六
〇
・
一
〇
五
八
頁
。

（
25
）
比
叡
山
専
修
院
附
属
叡
山
学
院
編
『
伝
教
大
師
全
集
』
第
三
巻
（
日
本
仏
書
刊
行
会
、
一
九
六
七
年
）
三
四
四
頁
。

（
26
）
前
掲
書
八
、
四
四
一
頁
。

（
27
）『
続
群
書
類
従
』
第
八
輯
下
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
五
八
年
）。

（
28
）
前
掲
書
八
、
附
録
『
叡
山
大
師
伝
』
四
一
頁
。

（
29
）
前
掲
書
八
、
四
二
七
頁
。

円仁将来目録の研究45



（
30
）
前
掲
書
九
、
二
四
九
頁
。

（
31
）『
元
亨
釈
書
』
第
二
、
五
四
頁
。

（
32
）
日
本
大
蔵
経
編
纂
会
編
『
日
本
大
蔵
経
』
天
台
宗
顕
教
章
疏
二
（
日
本
大
蔵
経
編
纂
会
、
一
九
一
四
年
）
三
六
三
頁
。
唐
決
の
内
容
に
関

し
て
は
仲
尾
俊
博
『
日
本
初
期
天
台
の
研
究
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
七
三
年
）
第
十
章
「
遮
那
業
と
唐
決
」
に
詳
し
い
。

（
33
）『
続
日
本
後
紀
』
承
和
三
年
五
月
十
三
日
条
、
五
月
十
四
日
条
。

（
34
）『
続
日
本
後
紀
』
承
和
三
年
五
月
十
八
日
条
、
七
月
十
七
日
条
。

（
35
）『
続
日
本
後
紀
』
承
和
四
年
七
月
二
十
二
日
条
。

（
36
）
石
田
尚
豊
「
円
仁
の
揚
州
求
法
に
つ
い
て
」（『
青
山
史
学
』
八
号
、
一
九
八
四
年
）。

（
37
）
高
橋
聖
「
遣
唐
僧
に
よ
る
請
来
目
録
作
成
の
意
義
―
円
仁
の
三
種
の
請
来
目
録
を
中
心
に
―
」（『
史
学
研
究
集
録
』
第
二
十
六
号
、
二
〇

〇
一
年
）。

（
38
）
二
月
二
十
七
日
条
は
錯
簡
が
多
く
諸
本
で
記
載
が
一
致
し
て
い
な
い
。
小
野
本
、
深
谷
本
は
こ
の
記
事
を
二
月
二
十
条
に
移
し
て
い
る
。

（
39
）
足
立
氏
は
前
掲
書
五
、
一
二
八
頁
に
お
い
て
「
第
二
舶
、
便
以
二
今
月
十
四
日
一、」
の
前
に
「（
副
使
の
乗
る
べ
き
ひ
と
の
第
一
舶
よ
り
漂
着

し
て
海
州
に
あ
り
）」
と
の
一
文
を
記
し
て
お
り
、
塩
入
氏
が
補
注
一
四
三
頁
で
「（　

）
内
の
語
、
諸
本
に
な
し
。
原
訳
は
何
に
よ
れ
る
か

不
明
で
あ
る
が
、
補
語
と
し
て
原
訳
を
生
か
す
。」
と
し
て
い
る
。

（
40
）
前
掲
論
文
（
37
）
に
お
い
て
、
公
的
に
入
唐
し
た
僧
侶
に
は
求
法
の
成
果
を
示
す
報
告
書
と
し
て
の
仏
典
目
録
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
41
）
張
宝
高
に
関
す
る
記
載
は
、『
続
日
本
後
紀
』
承
和
七
年
十
二
月
二
十
七
日
条
、
承
和
九
年
正
月
十
日
条
に
見
え
、
中
国
側
の
史
料
で
は

『
新
唐
書
』
新
羅
伝
、
朝
鮮
側
の
史
料
で
は
『
三
国
史
記
』、『
東
国
通
鑑
』、『
三
国
遺
事
』
に
詳
し
い
。
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（
42
）
円
仁
の
書
の
委
託
な
ど
に
関
し
て
『
行
記
』
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
背
景
に
は
、
本
来
円
仁
の
公
的
な
滞
在
期
間
は
遣
唐
使
の
帰
国
す
る

時
、
す
な
わ
ち
揚
州
求
法
ま
で
で
あ
り
、
赤
山
法
華
院
に
登
る
ま
で
円
仁
の
留
住
は
遣
唐
使
幹
部
に
許
可
さ
れ
て
お
ら
ず
、
違
勅
の
罪
に
問

わ
れ
か
ね
な
い
状
況
の
中
、
留
住
を
め
ぐ
っ
て
の
詳
細
な
経
緯
を
記
述
す
る
こ
と
を
控
え
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
43
）『
続
日
本
後
紀
』
承
和
六
年
八
月
二
十
五
日
条
。

（
44
）『
続
日
本
後
紀
』
承
和
七
年
四
月
八
日
条
、
六
月
十
八
日
条
。
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